
モニターツアー日程表　

～農都交流でまちににぎわいを取り戻そう～

『農都交流型ツーリズム』事業報告会
　　【飯豊町には、人や企業を育てる力があった】

プログラム

総務省：過疎地域等自立活性化推進交付金事業

午後２：００　 開会挨拶　山形県飯豊町町長　後藤幸平
午後２：１０　 基調提起　「農都交流型ツーリズムとは」
　　　　　　　　　　飯豊町ニューツーリズムアドバイザー ＪＴＢ法人東京　石川智康　氏
午後２：４５　 基調講演　「農山村が持つ価値の可能性　これからの農都交流（仮）」
　　　　　　　　　　 NPO法人樹木・環境ネットワーク協会　理事長　澁澤寿一 氏　　
午後４：００　パネルディスカッション　「農都交流でまちににぎわいを取り戻そう」
　　　　　　　　　 コーディネーター：石川智康　氏
　　　　　　　　　　 パネラー：飯豊町町長　後藤幸平氏、澁澤寿一氏
　　　　　　　　　　地元関係者（調整中）
午後５：００　交流会　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

東京でもセミナー開催！　　
２０１３年１月１８日（金）　テーマ：「農都交流型ツー
リズム・企業・学校の抱える課題解決のヒントが飯豊

にある」

□日　 　時：平成２５年１月１９日（土）　午後２時～　　　　
□場　 　所：飯豊めざみの里観光物産館　　　　　　　　　　
□参加費：無料（交流会参加者は１,000円）　　　　　　　
□主　　 催：飯豊町・飯豊町地域雇用創造協議会　　　　
□申込締切：１月15日（火）

農都交流型ツーリズムとは

　町内では人口の減少から、活力の不足、未利用
地の増加、経済の低迷など多くの課題を抱えてい
ます。この解決に向けて首都圏の企業や学生など
の応援を求めます。また、首都圏の皆さんには、飯
豊での暮らし、文化、農作業体験を行って頂くこと
による人材の育成や福利厚生の充実、組織力向
上などに役立てるとの共通認識を高めながら、交
流を拡大しようとするものです。今年度から、ＪＴＢ
法人東京と連携した取り組みを開始し、この間100
名ほどの企業人、学生を迎え入れました。

～参加者の声～
○社内では見れない生き生きとした
姿と共同して取り組む姿勢が見られ
た。
○コミュニケーション力アップに農村
暮らし体験は有効。
○農山村での自給体験が生きる力を
与える。
○協力しあう風土を醸成する場として
最適。
○農村の現状が実感できた。
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